
（別紙３）

○事業所名 児童発達支援センターあすなろ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 2026年3月1日 ～ 2026年3月31日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 28名 （回答者数） 24名

○従業者評価実施期間 2026年3月1日 ～ 2026年3月31日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○事業者向け自己評価表作成日 2026年5月10日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

こどもの特性に応じた支援計画が作られている。 こども園、保護者、スタッフと話し合いをし、特性
の共通理解や目標を共有するよう心がけている。

職員一人ひとりの専門性や療育力の向上を図る。

2

日頃からこどもの状況を保護者に伝え、健康や発達
の状況について共通理解が出来ている。

送迎時にその日の様子を詳しく伝えたり、送迎利用
でお会い出来ない保護者様には、電話やメールでの
やりとりを丁寧に行っている。

送迎利用の保護者とはお会いする機会が少ないの
で、話せる機会を作っていく。また、保護者様と
のやりとりを丁寧に行い、関係性を築いていく。

3

こども、保護者ともに事業所に対する満足度は高い 特性に合わせた遊びをしたり、個別で関わる時間を
取るなどしている。

弱みと考えられる部分の改善をし、満足度を充実
させていく。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

家族に対してのペアレントとレーニングや保護者と
の関り等がじゅうぶんではない。

保護者が保育スタッフと関わる機会があまり設定出
来ていなかった。

保護者との関りの場として、土曜日に親子参加型
で実施したり、保護者勉強会などを予定していく
。また、保護者との面談の時に保育スタッフも入
って話をする。

2

建物の老朽化による清潔感やバリアフリー化の不足
。

築年数が古く、掃除はしていても清潔感は補えてい
なかった。

新しい建物が出来たので環境面は改善された。

3

通信やホームページ・SNS等保護者様に対しての情
報発信が十分でない。

保護者様への説明が不足していた。 利用開始時に説明を増やしたり、おたよりの内容
を充実させていく。

事業所における自己評価総括表公表


